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o

盟
問
調
関
臨
調
悶
盟
理
沼
通
滑

一
に
之
を
包
合
せ
じ
れ
U

る

-JLK
得

ぺ

し

卵

ち

信

任

主

義

(

ぐ

9

d
h習
指
同
品
目
出
藤
時
点
3

すず

te-EBMX寄
与
町
長
何

信
任
主
義
は
明
か
に
此
名
裕
一
を
付
し
℃
之
を
唱
導
す
る
、
も
の
甚
だ
稀
・
な
ら
'
i」
い

夜

桜

代

理

の

概

念

を

説

附

す

る

に

常

9
恰
も
，
不
知
不
識
の
問
に
比
概
念
わ

bι
な

す

も

の

に

ヘ
.
ど
も
而
も

電!々

し

て

本

人

の

名

義

代

於

℃

せ

る

契

約

よ

b
生
、
す
る
侠
擦
に
闘
し
℃
特
に
陥
示
せ
る
も
の
な
り

郎
一
ち
代
理
人

1ι
取

引

な

な

す

第

三

者

は

代

迎

人

に

依

て

指

示

せ

ら

れ

た

る

本

人

お

ー

し

く

は

本

人

の

信

用

を

準

協

1ι
じ
℃
契
約
を
締
結
す
又
は
第
三
者
は
本
人
を
眠
中
。
代
泣
き
℃
契
約
七
包
締

d ，(、』
i 内

結
す
よ
」
い

へ
る
が
如
b
d

瀬
川
必
な
λ

り
斯
の
如
b
d

説
明
の
根
本
に
は
第
三
者
ば
表
一
仰
に
現
は
れ
℃

法

一

体

行

銭

乞

な

す

彪

の

代

迎

人

を

信

任

し

℃

之

を

な

す

に

わ

ら

ず

代

理

人

の

背

後

に

あ

b
而

も

回

有

の

行

錯

お

な

る

本

人

を

信

任

し

℃

行

銭

を

締

結

す

る
も
の
な

b
と

の

思

想

む

包

合

す

2 、

る

之

別

に

説

明

を

要

せ

ず

倫

は

一

歩

を

進

め

℃

英

根

本

の

思

想

ど

探

求

す

れ

ば

代

迎

人

は

そ

の

院

に

受

け

た

る

代

理

継

に

悲

き

特

に

確

定

せ

る

法

律

行

焔

の

叶

内

容

を

体

設

す

若

し

代

理

機

カヌ

一

般

的

な

る

時

は

英

代

理

棋

の

総

図

に

包

合

せ

る

内

容

中

識

者

を

特

定

し

て

之

を

仰

設

す

る
に
過
ぎ
ず
、
か
る
が
放
に
相
手
方
の
心
犯
に
信
任
を
芯
起
す
と
い
ょ
に
腕
殺
す
る
も
の
之
す
。

2
1
0吋的
-
r
H
)
O
吋
口
げ
口
調

uygg-MVユ寸
mw
仲吋・

H

小川口
ω
一
円
窓
口

AV
州

ゆ

M
H
J
N

向。山円山一

5
・

ti 
←1 
l":1-

N
g
o
y
.
寸
・
伊
ロ

l
同
氏
ヤ

回
恒
一
口
口
u

明

-
O・C
・

mw-s--ー
ロ
円
台
鈴
子

2
0
M
f
m
W
5・
M-
一門し・

M
J
1
・∞
-
M
O
ω

・〉

川
市
ら
言
王
主
海
ま
℃
選
ζ

よ

r
l
F
、i
t
q
a
S
4

・t
h
ゼ』
2
B
E
d
t
-
3
E
官、

}
t

護
行
錦
、
代
d

の
ー
要
件
・
4
ぽ

掛

町

す

一
一
入
三

. 
4 
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伶
謹
符
'
効
の
要
一
件
た
跨
ー
す

る
契
約
の
直
接
の
拘
束
力
は
其
契
約
を
・
な
す
に
蛍

b
相

手

方

の

心

恕

に

起

b
た
る
信
任
、
営
農

ニ
入
間

礎

之

し

て

後

生

す
f
乙
な
す
も
の
な
-
b
v
ユ

ロ

ワ

三ミ

'マ

f

，E
h
v・
/

、
ザ
カ
ラ

o
p

ン
プ

Y

ヒ

等

の

所

訟

を

静

し

℃

此

等

の

説

は

代

迎

人

が

本

人

の

契

約

tι

し

℃

某

契

約

を

締

結

す

る

の
邸
、
仰
の
訟
を
以
℃
之

を

言

へ

ば

本

人

の

名

義

を

以

℃

契

約

を

稲

結

ず

る

の
鮎
に
着
服
し
之
を
以
℃
信
任
の
悲
闘
よ
・
・
日

な

し

英

信

任

を

以

℃

夜

桜

放

カ

の

悲

闘

と

な

す

も

の

に

し

て

結

局

代

理

人

代

意

思

の

自

白

を

一許

3
〉
忍
も
の
な

b
と
い
い
ひ
た
る
は
蓋
し
越
訴
と
一
試

λ
べ
し

(∞
orgggmwHgw
同
〉
円
。
丘
四
日
一
口
O
尽
5
2口
ω

〕一
-
m・
H
C

∞
1
8
2
・

時

比

率

お

が

名

け

て

官

際

的

本

人

行

潟

設

と

郁

ず

る

も

の

は

少

し

〈

尖

観

察

ムヰふ占占.，.<tJt:.立

の

鮎

を

具

に

す

る

に

止

弐

b
資
質
上
代
於
℃
は
亦
此
信
任
主
義
に
筋
す
る
!
乙
‘
之
議
し
続
ぴ
な

九
百
滋
な
λ
y

此
読
は
代
理
に
開
削
す
る
擬
制
説
F
C
も

都

す

べ

き

も

の

に

反

演

す

み

事

者

の

嶋

噂

す

る

践

に

し

℃

邸

ち

臼

く

直

接

代

理

の

州

場

合

に

於

℃

は

本

人

の

意

思

表

示

は

擬

制

に

依

b
総

を

有

t
」

な

す

も

の

に

非

ら

ず

英

怠

思

表

示

は

質

際

上

存

在

す

る

も

の

な

b
、
本
人
は
自
己
が
代
理

人

代

授

興

し

た

る

代

迎

椴

の

カ

に

依

A
Y

代

理

人

を

総

℃

自

己

の

意

思

念

表

示

す

る

も

の

な

λ
ソ一

~l 
宮t

?
件
僚
に
於
吋
る
使
者
(
勾
戸
口
仲
山

g)3乙
全
然
異
な
る
縫
な
し
と
な
す
も
の
め

b
o

ゆ

H
H
ω
|切
口
げ

ω
g
t
i包
γ
岱
均
一
り
目
。
句
g
H
U
り
2

0
日向。ロゲ.、問、

H
m
i
H
O
均的・
lωOMHO口吋
H
v

同
法
・
(
宮
戸
内
側

P
V
P
P
0・

d
g吋
O
O
V
P
G
H
・
ω・

一ω
5・
p
l
o
pロ
ω
窓口
u

回
goy-ω

〉
吋

o
r
吋
・
凶
・
同
J
M
M口
∞
・
M
ω

∞
ぽ
・
)

要

す

る

に

比

主

義

に

脇

す

る

諸

一
哉
は
成
は
前
掲
第
二

の

問

題

を

主

裂

の

貼

之

し

℃

立

言

し

地

問

題

解

決

の

践
例
都
と
し
℃
自
ら

部

の

問

題

を

解

決

せ

ん

之

じ

戒

は

直

接

に

第

一

の
問
題
を
解
決
し
其
結
川
端

2・
し
℃
第
二
の

J
B
‘τ宅
司

lh

歩、
•. 

，F
4

-ι

一、.

0
r
1
‘
 

問

題

は

法

律

行

錯

の

一
代
純
一
に
於
け
る
第
一
一
一
者
に
釣
す
る
意
思
表
示
は
本
人
の
間
有
の
窓
思
表
示
な
り
と
云
ょ
に
締

着

す

る

も

の

と

す

廷

を

以

℃

特

に

法

定

代

理

の

場

合

又

は

無

機

代

理

の

場

合

は

如

何

に

之

を

一

般

の

原

則

に

従

ぴ

℃

之

を

解

決

せ

ん

ιす
る

に

わ

れ

Et
も

結

局

底

抜

目

・、. 
一一→一. . 

‘ 

説
明
す
べ

舎

が

叉

任

怠

代

理

の

中

に

於

℃

も

一

般

的

代

理

機

の

存

す

る

場

合

は

如

何

に

之

を

、F
凶、官・
J

4

戸、

一議

m」
9
バ

ち
」
か
等
の
反
絞
申
ど
な
す
お
も
な
ぺ
泌
訟
は
今
日
の
所
稲
庭
後
代
理
の
蹴
念
?
乙
丸
公
く

初

公

れ

w
u
る
の
み
な
ら
ず
結
局
限
思
純
な
る
使
者
関
係
の
説
明
代
過
ぎ
没
る

乙

と

と

な

る

を

一
以
℃
今
日
に
於
℃
は
洋

の
東
西
説
…
れ
に
於
℃
も
情
対
面
白
に
此
設
を
体
制
制
す
る
も
の
は
み
一
〈
跡

a

を
‘
絶
て
t
p
p
乙
い
ふ
も
議
し
温
品
一
日
比
非
、
b
w
o
る
べ
し
。

13 

代

表

主

義

は

多

く

の

山

学

者

の

唱

識

し

又

引

用

す

る

も

の

に

し

て

代

迎

の

概

念

な

説

明

す

る

議

ぬ
議
行
一
"
の
妥
件

4
q

翻

す

エ
八
五

!
l
i
l
 



?、. 
冒

代
理
針
先
の
要
件
か
一
掛
川
、
す

自

4
E

、-一三

帽
で
ノ
d
ノ

1.4 

訓
川
中
に
於
℃
殆
P
A
y
u
此
訟
に
越
川
地
せ

wu
る
，
之
と
な
さ
が
如
し
と
い
〉
l
A
P

乙
・
も
而
も
此
主
義
に
廓

す
る
準
設
の
代
表
者
の

一
人
な
る
ク
キ
シ
ド
シ
ヤ
イ
ド
が
少
し
く
茶
話
を
務
更
せ
し
以
来
製

心
者
此
主
義
の
意
味
を
解
す
る
に
付
主
不
幸
に
し
℃
茶
見
併
を
異
に
す
る
に
}
惜
し
-
b
た
る
も
の
の

女11

一'morF倒
的

5
2円
H
w
p
p
c・
m
-
ω
φ
ω
・)

然
れ
刊
と
も
余
の
信
ず
る
庭
に
よ
れ
ば
代
迎
に
於
け
る
窓

思
表
示
は
代
理
人
の
倒
有
の
意
思
表
示
な
か
と
な
す
を
以
℃
此
主
義
の
同
県
議
と
併
び

s
c
-
U
5
5
w例
会
氏
以
け
り

g

〉
岬
心
こ

i 
生
得
ず

(
/
よ
門
的
}
・

J
4
1

一三お
ro乞

日}ロロ{一~。日山け
ο口
同

ゆ

4
.
U
M
H

コニロ・

M
-
一戸

J
H
V
・

一口一円伽

じ
ん
い
口
安

ur
川氏
-
r
l
J
3
H己
門
二
戸
別
-wQSロ
PHH円
以
伏

同
S
L
C
りの仏

民
主
(
]
O
Y
H
J
M

・∞

ω吋
吋
U

勺
PHドル
or件
。
ロ
似
品
、
吋
似
品

ω
な二

E
ω
j同
色
o
d
d
u
u
u
H
S
Z必
2
0
Eぬ
門
戸
口
仏

mou~戸
-MhereH的

HOO--F向。
g
p
M
M
H
M
U
P
P
・
O
-
m・
ω
P
P
E
E
-

ぉ
・
)

伊
良
同
町
・
!
剛
山
o
m
o
y
g
必，
O
H
a
u

吋
や
ロ
段
目
杓
件
。
ロ
阿
砂
時

川
ん
い

φ
u

み
ん
に
屈
す
る
架
設
の
二
一
ニ
な
袋
・
に
せ
，
A
。

ク
キ
ン
ド
シ
ヤ
イ
ド
は
始
め
代
理
人
の
意
思
表
示
は
挙
資
上
代
迎
人
の
悶
有
の
意
思
表
示
な

れ
ど
も
唯
件
以
枠
上
の
取
扱
に
依
t
p
本
人
の
意
思
表
示
之
見
倣
す
と
設

3
た

b
し
が
後
に
は
州

y

p

!

?
の
反
劉
論
に
泌
ぴ
℃
少
し
く
茶
設
営
竣
更
し

A

の
意
思
表
示
は
獄
一
脚
界
代
於
℃
も

一
亦
'
八
の
意
思
表
示
に
し
て
β

の
意
思
表
示
I

乙
考
ふ
る

ζι
を
得
ず

ιの
前
粧
を
絞

3
本
人
。
の

話
、
必
表
示

lι
見
倣
す
ー
ベ

3
も
の
は
代
理
人
の
怠
思
表
示
誕
ub，
の
に
非
ず
し
て
代
，
間
人
の
蕊
町
一

躍

悪

品

露

関

親

盟

間

留

留

雪

道

宮

司

選

濁

縄

羽

司

選

司

想

現

理

署

議

翌

週

設

現

遭

遇

ョ

譜

議

題

趨

機

器

調

舗

曹

司

崎

明

i 

ケ
の
意
思
表
示
な
t
y
と
設
け
ι
リ
倫
換
言
し
て
日
〈
本
人
の
窓

思
表
示

ι見
倣
す
べ
き
も
の
は
代
理
人
の
意
思
表
示
i
」
会
く
同
一

一
不
た
る
に
外
な
ら
含
れ

vι

も
而
も
英
他
の

表
示
『
仁
会
く
防

一
な
る
他
の

な
る
他
の

ク
の
怠
思
表

ケ
の
意
思
表
示
と
い

へ
る
は
単
に
代
理
人
の
な
'

思
表
示
iι

同
一
な
る
内
容
を
有
す
る
意
思
表
示
を
意
味
す
る
に
止
ま
ら
ず
代
現
人
の
心
的
航

路
工

b
受
く
べ
き
凡
べ
て
の
事
項
の
附
岩
せ
る
意
思
表
示
乞
怠
除
す
る
も
の
な
t
p
と
狛
此
凡

べ
℃
の
感
情
恨
の
附
着
せ
る
意
思
表
示
f

乙
い

へ
る
を
換
言
し
℃
伐
混
入
が
意
思
表
示
乞
な
せ
し

設
時
に
於
て
共
心
桜
中
に
行
は
れ
た
る
も
の
1
乙
み
一
然
同

な
る
性
伎
を
有
す
る
総
帥
生
活
の

一
部
の
附
着
せ
る
意
思
表
示
を
意
味
す
る
も
の
な

b
l」
云
へ

b
、
要
す
る
に
一
代
理
の
意
思
表
示

は
代
理
人
の
行
総
の
館
時
の
精
料
紙
態
に
於
て
せ
る
意
思
表
示
を
客
観
鋭
し
英
容
脱
税
せ
ら

れ
た
る
意
思
表
示
之
全
然
嗣
‘
…
な
る
怠
思
表
示
に
し
℃
本
人
自
ら
之
乞
刷
局
し
た
る
も
の
と
見

徴
す
と
い
ょ
に
わ
ら
・
、
内
ノ
キ
ン
ド

ジ
ヤ
イ
ド
は

一
方
に
於
℃
の
代
理
の
意
思
表
示
の
布
放
総
数

H

り
a
B且

K
A足
h
U

る
に
付
色
彩
郷
w
を
及
ぼ
す
べ
主
事
項
は
之
を
代
理
人
に
求
h
u

ぺ
b
d

や
総
た
叉
本
人
ー
に

求
h
u

べ

3
ゃ
の
問
題
に
非
常
な
る
愛
吉
を
拾
予
前
説
は
之
を
完
全
に
解
決
す
る
に
足
ら
ず

tc.

な
し
遂
に
後
設
を
m
w
λ

る
に
至

b
た
る
乙
I

乙
明
か
な

b
而
し
て
此
後
訟
に
操
る
時
は
代
政
の

ニ
入
七

代
?
理
針
匁
の
要
件
在
野
寸



璽
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一
一
八
入

意
思
表
示
の
布
放
無
効
汎

k
定
れ
い
る
に
付
て
は
代
理
人
共
人
の
意
思
の
欠
鋭
、
長
怖
、
詳
欺
或
事
情

伐
理
一
一
行
怨
の
一
央
件
た
訴
す

、1;6

の
知
不
知
等
は
勿
論
代
洩
人
の
似
人
的
の
性
質
対
比
関
係
例
へ
ば
年
齢
、
宗
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